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和歌山県教育委員会  総務課
〒640-8585 和歌山市小松原通1-1

TEL 073（441）3641　FAX 073（432）4517

和歌山県教育委員会では、今回紹介した内容以外にも、様々な取組を行っています。
詳しくは、和歌山県教育委員会のホームページをご覧ください。
また、皆さまのご意見・ご要望をお待ちしています。 検索検索和歌山県教育委員会

和歌山県では、講師登録者を募集しています。
学校で勤務してみたい方はぜひご登録ください。

●募 集 区 分　常勤講師、非常勤講師
●応 募 資 格　それぞれに必要な資格・免許を有する方　
●応募書類配布　和歌山県教育委員会教職員課のＷＥＢサイト
●問い合わせ先　小中学校希望：紀北（有田地方以北）➡義務教育課
  　　　　　　　　　　　　　　 紀南（日高地方以南）➡紀南教育事務所
    　　　　　　 県立高校・特別支援学校（全県）➡教職員課

申し込みは上記各所まで応募書類を郵送もしくは持参のこと

求む！熱意のある先生
～和歌山県教育委員会から補充講師登録のお知らせ～

県立高等学校における聴講生の受入れについて　

　和歌山県では、生涯学習の振興及び社会に開かれた教育課程の実現をめ
ざし、高等学校の特定の科目について履修を希望する社会人を聴講生とし
て受け入れています。令和3年度の各県立高等学校における聴講生の受入れ
教科・科目等の一覧を、県教育委員会のホームページに掲載しています。
　なお、詳細については、各学校のホームページに「聴講生の募集に関する
要項」が掲載されています。ご不明な点があれば、各学校にお問い合わせく
ださい。
●問い合わせ先　県教育庁県立学校教育課 教育課程班
　　　　　　　　☎０７３-４４１-３６８１

安心して高等学校等で学ぶために
1高等学校等就学支援金
　公立高等学校の授業料（私立は授業料の一部）の
　負担が不要となります。
2高校生等奨学給付金
　教科書費、教材費など授業料以外の教育に必要な
　費用を給付します。
3修学奨励金（奨学金）
　高等学校等で学ぶための費用を貸与します。
　（無利子貸与）

和歌山県では、高校生の皆さんが安心
して学べるよう、次のような奨学金や
給付金の支援制度があります。
※各制度には支給要件があります。

 奨学金・ 給付金  等の
おしらせ

安心して大学等へ進学するために
4和歌山県大学生向け進学金
低所得世帯かつ大学等への進学意欲と能力

　が高い者に年間60万円を4年間貸与します。
　（選考検査有り。条件により返還免除有り。）
5修学奨励金（進学助成金）
　大学等に進学するにあたり転居が必要な者に
　一時金を貸与します。（無利子貸与）
6高等教育の修学支援
　要件を満たす大学生等に授業料等の減免や
　奨学金の給付をします。

公立  県教育庁総務課振興班 ☎073 -441 -3646
　  私立  県文化学術課学術振興班 ☎073 -441 -2098
公立  県教育庁生涯学習課奨学班 ☎073 -441 -3758

　  私立  県文化学術課学術振興班 ☎073 -441 -2098

県教育庁生涯学習課奨学班 ☎073 -441 -3663

文部科学省特設サイト「高等教育の修学支援新制度」
　　　 （https://www.mext.go.jp/kyufu/）サイトはコチラから→

問い合わせ先

高校生の皆さんへ
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　「教育における不易と流行」と言われます。ごく簡単に言えば、時代を
越えても変わらないものと、時代の変化とともに変えていく必要のある
ものです。教育の本質をしっかり見極めなさいということかと考えます。
　今、世の中は大きく変わっています。そして、その変化の担い手に
なっていくのは、間違いなく今日の子供たちです。彼らは変化に慣れ、
自分が変化し、人を変化させ、世の中を変化させます。それでは、先生
はどうでしょう。学校はどうでしょう。世の中の変化に本当に適応できて
いるでしょうか。新しいこと、例えば、国際化、情報化、プログラミング教
育、英語教育等、これらは採り入れるべきものと考えられ、しっかり成
果をあげていく必要があります。
　では、それに伴って、教員の意識を変えていくことはどちらなので
しょう。これは流行ではなくて不易だと思います。教員の意識を変える
とは、成長し続けていくこと、適応していくことであると言えるでしょう。

教育長　宮﨑　泉
みや   ざき　        いずみ

教育長エッセイ

自分たちの実力をつけること、資質をあげること、これはそう簡単には
いきません。自己啓発や日々の努力が必要です。例えば、研修や教科
研究団体での交流などは、自己や相互の研鑽の場、あらゆる情報交換
の場、お互いの関係を深めあう場ともなるはずです。教員の皆さんに
は是非とも、チャレンジしたいことがあればどんどん提案してほしいと
思っています。
　そこで、今取り組んでいる高校再編のことを考えてみましょう。
　発表以来、再編によって母校が無くなると思われている人も多いよ
うですが、高校が今すぐ無くなることはありません。そしてまた、今ある
状態が未来永劫続くわけでもありません。そんな中、最適な解を求め
て議論していきたいと思います。そして、この本当の目的は、高校を魅
力のある場にするために、これから何をしなければいけないかを考え
ることです。
　進学したい、就職したい、また部活動を本気でやりたい、学校を楽し
みたい。色々な生徒たち皆が納得し、充実した学校生活を送れるよう
な高校を実現することが重要だと思います。そのために欠かせないも
のが、教員一人一人の成長への努力なのだということ。まずそこから
はじめていかなければなりません。

「まず隗より始めよ」
かい


